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● 当 社 の 定 め る 施 工 要 領 を 逸 脱 し な い 据 付 工 事 に 不 具 合 （ 瑕 疵 ） が 生 じ 、 施 工 者 が 無 償 修 理 や 損 害 賠 償 を 行 っ た 場 合 、 Ｂ Ｌ マ ー ク 証 紙 の 貼 付

　 （ 又 は 刻 印 等 ） が さ れ て い る 部 品 に つ い て は 、 財 団 法 人 ベ タ ー リ ビ ン グ の Ｂ Ｌ 保 険 制 度 に 基 づ き 保 険 金 が 支 給 さ れ ま す 。

● Ｂ Ｌ 保 険 制 度 や 当 住 宅 部 品 の 施 工 要 領 の 詳 細 に つ い て は 、 財 団 法 人 ベ タ ー リ ビ ン グ の ホ ー ム ペ ー ジ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 を ご 覧 く だ さ い 。

　 な お 、 Ｂ Ｌ 保 険 制 度 に 関 す る 質 問 は 、 財 団 法 人 ベ タ ー リ ビ ン グ で も お 受 け 致 し ま す 。 （ Ｔ Ｅ Ｌ ０ ３ － ５ ２ １ １ － ０ ６ ８ ０ ）

（ ｈ ｔ ｔ ｐ ： ｗ ｗ ｗ ． ｃ ｂ ｌ ． ｏ ｒ ． ｊ ｐ ）

郵便受箱（ダイヤル錠付）前入前出型

品番：ＳＭＰ－２ ２

　　　Ｓ ＭＰ －２ ２－ ＨＬ

　取　付　・　取　扱　説　明　書　

この度は、ＳＨＩＮＫＹＯＷＡ「郵便受箱　前入前出型」

をお買い上げいただきまして誠にありがとうございます。

ご使用前にこの取扱説明書を必ずご一読いただきます様

お願い申し上げます。

　 Ｓ Ｍ Ｐ － ２ ２ － Ｈ Ｌ － Ｔ Ａ 　

本　社 〒 ５ ７ ７ － ０ ０ １ ６ 大阪府東大阪市長田西２丁目３番３４号

Ｔ Ｅ Ｌ （ ０ ６ ） ６ ７ ８ ９ － ２ ３ ２ １ （ 代 表 ） Ｆ Ａ Ｘ （ ０ ６ ） ６ ７ ８ ９ － ２ ３ ９ １

取付方法

１． 壁 面 に ， 下 図 の ア ン カ ー 取 付 ピ ッ チ に 従 い ナ イ ロ ン ア ン カ ー を 打 ち 込 み ま す 。

（ こ の 取 扱 説 明 書 は ２ ０ ２ ２ 年 ５ 月 ２ 日 に 作 成 し た も の で す 。 ）

２ ． 扉 を 開 け 、 本 体 内 部 か ら 丸 木 ネ ジ で 仮 止 め し ま す 。２ ． 扉 を 開 け 、 本 体 内 部 か ら 丸 木 ネ ジ で 仮 止 め し ま す 。

３ ． ２ の 作 業 で 仮 止 め を 繰 り 返 し ま す 。 続 け て こ の 時 、 左 右 の ユ ニ ッ ト の ジ ョ イ ン ト を 行 い ま す 。

４ ． 次 に ， 上 下 左 右 の ユ ニ ッ ト の ジ ョ イ ン ト を 行 い ま す 。 本 体 上 下 左 右 面 の 穴 か ら プ ッ シ ュ リ ベ ッ ト で

　 　 ジ ョ イ ン ト し ま す 。

５ ． 以 上 の 終 了 後 、 本 体 開 口 面 の 各 コ ー ナ ー の レ ベ ル を 水 平 器 な ど で 出 し 、 扉 が 水 平 に な っ て い る

　 　 こ と を 確 か め 、 そ の 後 で 丸 木 ネ ジ の 本 締 め を 行 っ て 下 さ い 。

　 ※ 躯 体 と の 納 ま り に つ い て は 、 現 場 の 施 工 納 ま り 図 を 参 照 し て 下 さ い 。

● 保 護 用 手 袋 （ 別 途 ） を 着 用 し て 、 作 業 し て 下 さ い 。

● 内 、 外 装 工 事 が あ る 際 に は 製 品 を シ ー ト 等 で 保 護 し て 下 さ い 。

取付注意事項

　工 事 に よ る チ リ 、 ホ コ リ な ど が 製 品 に 付 着 し た ま ま に な る と 錆 び る お そ れ が あ り ま す 。

● 本 体 に 「 ね じ れ 」 が 生 じ る と 扉 や 錠 前 の 故 障 の 原 因 と な る の で 、 注 意 し て 取 り 付 け て 下 さ い 。

製 品 の 取 り 付 け 、 据 え 付 け 後 、 内 ・ 外 装 工 事 を 行 う 場 合 は 必 ず 養 生 を 行 っ て 下 さ い 。 工 事 に よ る チ リ 、 ホ コ リ な ど が 錠 前 な ど に 影 響 を 与 え

故 障 の 原 因 と な っ た り 、 ス テ ン レ ス に 付 着 し た ま ま に す る と 、 も ら い 錆 を 起 こ す 原 因 と な る 場 合 が あ り ま す 。

設置場所について

●扉 の 開 閉 の 操 作 が 十 分 に 行 え る 場 所 に 設 置 し て 下 さ い 。

● 側 面 か ら や 片 面 で し か 操 作 で き な い と こ ろ に は 設 置 し な い で 下 さ い 。

● 当 商 品 は 屋 内 用 で す 。 屋 外 に は 設 置 し な い で 下 さ い 。

郵便受箱（ラッチロック錠付）前入前出型

品番：ＳＭＰ－２ ２Ｒ

　　　ＳＭＰ －２ ２Ｒ －Ｈ Ｌ

　 ※ 本 書 は 必 ず 本 体 の 中 に 入 れ て お い て 下 さ い 。

※ 図 は ダ イ ヤ ル 錠 タ イ プ で す 。



　 Ｓ Ｍ Ｐ － ２ ２ － Ｈ Ｌ － Ｔ Ｂ 　

ダイヤル錠について

解錠 の 仕 方

１ ． 扉 に ぶ ら 下 が っ た り 、 重 い 物 を 載 せ な い で 下 さ い 。

安全のために必ずお守り下さい

２． 郵 便 物 を 取 り 出 す 際 に は 、 扉 の 開 き を 保 っ て 下 さ い 。

ご使用になる前に

　　 本 品 は 、 通 常 郵 便 の 受 箱 と し て 設 計 さ れ た も の な の で 、 貴 重 品 な ど の 受 取 り の 使 用 は 避 け て 下 さ い 。

１ ． 重 要 書 類 な ど の 受 取 り 、 貴 重 品 の 受 取 り に は 適 し ま せ ん 。

２ ． 開 閉 時 に は 騒 音 に ご 配 慮 下 さ い 。

　 　 扉 を 閉 め る 時 に は ゆ っ く り と 優 し く お 閉 め 下 さ い 。

３ ． 定 期 的 に 郵 便 物 を 回 収 し て 下 さ い 。

　 　 新 聞 、 郵 便 物 を い っ ぱ い た め こ む と 、 扉 が 開 か な く な っ た り 投 入 口 プ レ ー ト の 破 損 や 故 障 の 原 因

３ ． 投 函 物 を 取 り 出 し た 後 は 、 扉 を 確 実 に 閉 め て 下 さ い 。

　 　 ま た 、 意 図 的 な い た ず ら や 、 盗 難 に は 十 分 に 対 応 で き ま せ ん 。

　 　 下 さ い 。

　 　 乱 暴 に 扉 を 開 閉 す る と 故 障 の 原 因 と な り ま す 。 ま た 、 そ の 音 が 隣 家 へ 響 き ま す の で 十 分 に ご 配 慮

　 　 と な り ま す 。

　 　 扉 の 変 形 ・ 破 損 、 本 体 の ひ ず み が 生 じ る こ と が あ り 大 変 危 険 で す 。

　 　 （ 特 に 子 供 に は ご 注 意 し て 下 さ い 。 ）

　 　 必 ず 扉 の 開 き を 片 手 で 保 ち な が ら 、 他 方 の 手 で 郵 便 物 を 取 り 出 し て 下 さ い 。

　 　 ま た 、 多 量 の 新 聞 、 郵 便 物 を 一 度 に 取 り 出 そ う と す る と 、 扉 で 指 、 手 を ケ ガ す る こ と が あ り ま す 。

　 　 十 分 に 注 意 し て 取 り 出 し て 下 さ い 。

　 　 扉 が 開 い た ま ま に な っ て い る と 、 扉 が 歩 行 者 に 当 た る た め 大 変 危 険 で す 。

　 　 完 全 に 施 錠 さ れ て い な い と 投 函 物 を 投 入 し た と き 、 勝 手 に 開 放 す る こ と が あ り ま す 。

・ 解 錠 シ ー ル に 従 っ て 番 号 を 合 わ せ 、 ツ マ ミ を
　 引 け ば 扉 は 開 き ま す 。

（ 例 　 親 番 号 ： ７ 　 子 番 号 ： ２ ）

ダ イ ヤ ル 番 号

７

２

親 番 号

子 番 号

１ 　 は じ め に ダ イ ヤ ル を 右 へ ２ 回 転 以 上

　 　 回 し て 、 親 番 号 に 合 わ せ て 下 さ い 。

２ 　 次 に 左 へ 戻 し て 子 番 号 に 合 わ せ て 、

　 　 ダ イ ヤ ル 錠 を 手 前 に 引 け ば 、 扉 は 開 き ま す 。

・ 扉 を 閉 め た 後 、 ダ イ ヤ ル を 左 へ ２ 回 転 以 上

　 回 し て 下 さ い 。

施 錠 の 仕 方

お手入れのしかた

●常に 清 浄 に 保 つ よ う 、 月 一 回 程 度 の 定 期 的 な お 手 入 れ が 必 要 で す 。

● 汚 れ の ひ ど い と き は 、 水 溶 性 の 中 性 洗 剤 を 含 ま せ た 布 で 拭 い た 後 、 水 拭 き を し て 下 さ い 。

● タ ワ シ 、 シ ン ナ ー 、 ク レ ン ザ ー 等 使 用 し な い で 下 さ い 。

　 変 色 、 キ ズ 、 塗 装 剥 離 の 原 因 に な り ま す 。

　 （ 海 辺 で の マ ン シ ョ ン の 場 合 、 ス テ ン レ ス で も 塩 分 を 含 ん だ ほ こ り が 付 着 し ま す と 、

　 　 錆 が 発 生 す る 場 合 が あ り ま す の で 平 素 こ ま め に お 手 入 れ 下 さ い 。 ）

　 そ の 後 、 乾 拭 き を し て 水 分 を 完 全 に 取 り 除 い て 下 さ い 。

ラッチロック錠について

扉開 閉 の 仕 方
・ 下 の 図 に 示 す よ う に ツ マ ミ を 右 に 回 し て 、 引 け ば
　 扉 は 開 き ま す 。

・ ラ ッ チ ロ ッ ク 錠 単 体 で は
　 施 錠 が 出 来 ま せ ん 。

　 市 販 南 京 錠 等 を 使 用 し 施 錠

　 し て く だ さ い 。

※ 南 京 錠 が 通 る 穴 は 直 径
　 ６ ｍ ｍ ま で で す 。 そ れ 以 上

　 の 南 京 錠 は 使 用 で き ま せ ん 。

施 錠 の 仕 方

名札について

扉裏面

・ ア ク リ ル と 扉 裏 板 の 間 に ネ ー ム シ ー ト を は さ む 。

ネ ー ム シ ー ト

ア ク リ ル （ 透 明 ）


